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10月6日木
なりたい自分に近づこう！
自分らしいワーク&ライフ・スタイル講座

堀江 敦子氏
スリール（株）代表取締役
URL http://sourire-heart.com

日本女子大学 社会福祉学科卒業。
楽天株式会社勤務を経て25歳で起業。2010年 スリール（株）を設立。
仕事と子育ての両立体験を行う、「ワーク&ライフ・インターン事業」を実施。
50校500以上の大学生を輩出している。
2013年 日経ウーマン「次世代ガール25人」選出。
2014年 ワーク&ライフ・インターンが、経済産業省「第5回キャリア教育アワード優秀賞」を受賞。

内閣府の男女共同参画委員、厚生労働省「イクメンプロジェクト」
「グッドキャリア企業アワード」推進委員、文京区少子化対策委員を務める。

講師

内容 ●25歳で創業したエピソード
●将来の自分を考えるキャリア教育
　～ワーク&ライフ・インターン～とは？
●自分のなりたい姿を考えるワークショップ

10月27日木
ライフスタイルの変化と
ワークライフバランス
「その時」がもうすぐやってくる

畑山 博氏
医療法人財団 足立病院院長
http://www.adachi-hospital.com/

1991年 京都大学大学院医学研究科博士課程修了、京都大学医学部勤務を経て1996年より現職、京都大
学医学部非常勤講師、京都府立大学医学部非常勤講師、相良病院理事、京都市児童館学童連盟理事、
NPO法人リヴィッド理事、お母さんのためのピンクリボンの会会長、母子臨床心理学研究会理事長

院長としての目標は「日本で初めての女性医療専門病院」をつくる事。
産婦人科医としての目標は「もう一人産んでみたいと思えるお産」を提供する事。
家での目標は「息子達にかわいいお嫁さん」を迎える事。
妻と二人の息子と一匹のロシアンブルーの５人家族。

医療法人財団足立病院は、「女性とその家族の一生涯のサポート」を理
念とし、産科・婦人科・生殖内分泌医療センター・小児科・乳腺外科
（乳がん検診センター）・麻酔科・在宅医療部を持つ病院です。

講師

11月24日木
子育てと介護の同時進行、
幸福感が両立の支えに

山下 茂氏
合同会社 らいふ＆すたいる代表

ＨＰ【らいふ＆すたいる】：http://lifestyle09.iinaa.net/
ブログ【黒子ケア】：http://ameblo.jp/lifestyle0601/

幼稚園で訪問した老人ホームでのボランティアがきっかけで福祉に目覚める。
施設管理者および居宅介護支援事業所管理者を経験後、現在は介護分野に特化したフリーランサーとし
て活動中。イクメンにも力を注ぐ、３児の父でもある。

山下 智子氏
合同会社 らいふ＆すたいる

保育士の資格を活かし、医療法人の介護職兼院内託児責任者を経験後、介護支援専門員として認知症グ
ループホームや在宅介護に関わる。2009年、全国で数少ない独立型ケアマネジャー事業所を設立。実
父の介護と三児の子育てを両立しながら、日々仕事にも力を注いでいる。

講師

内容 介護と育児（ダブルケア）と仕事の同時進行当事者として
感じること 内容 「パパティーチャー」という、父親と子ども（乳幼児）が登壇させ

ていただくプログラムを予定しております。
父親が、子どもに向き合うために仕事と家庭をどのように両立して
いるのか、工夫をしているのか、苦労しているのかの、リアルな体
験を知っていただく内容です。

12月15日木
子どもの未来にワクワクする
ために、父親にできること

篠田 厚志氏
NPO法人ファザーリング・ジャパン関西理事長

FJKHP：http://fjkansai.jp/
FJKFB：https://www.facebook.com/fjkansai
ブログ：http://fjkansai.jp/category/blog/shinoda/ 

1980年生まれ、大阪府出身。高校卒業後、大阪府庁で12年間人事および財政業務を担当し、採用競争
を勝ち抜くブランディングや行政の財務運営全般を学ぶ。行政運営をするなかで、真に社会課題の解決
を目指すには、公的な資金の動きと現場の動きの両方を把握している人材の必要性を感じ、大阪府庁を
退職。父親の子育て推進プログラム作りをおこなうファザーリング・ジャパン関西事務局長に就任。主
に行政事業の講演・講座案件、イベントプロデュースを担当。2015年4月から理事長に就任。また、大
人も子どもが一緒に外遊びできるプログラムによるまちおこしや地域ブランディングを行うNPO法人ゼ
ロワンの副理事長兼事務局長も務める。ワクワクする父親の子育て、ワクワクするまちづくりをキー
ワードに、子どものよりよい育ちを実現する地域社会づくりのために自治体・企業とNPOの協働に力を
注ぐ。保育士の妻と２男１女の三児のパパ。2014年次男誕生後、3か月間の育児休業を取得。

講師

問合せ先　　京都産業大学 ダイバーシティ推進室　TEL: 075-705-3125

特別
企画

京都産業大学５号館5301教室場所 本学の学部生、院生、教職員対象

全4回　15:00-16:30

定員
50名


